
Pentacle(五芒星形) 

　リンゴを輪切りにしたとき、その芯が形造る五荘星形は、女神コレーの象徴であった。こ
の五芒星形（ペンタクル、ペンタグラム）は、ピュタゴラス学派の神秘主義者に崇拝され、
彼らはこれをペンタルファ（「５回交錯する生誕-文字」）と呼んだ。五芒星形は「生命」あ
るいは「健康」を意味するとされた。あるものはこれを「イシュタル（あるいはアセト〔イー
シス〕、あるいはアセトの冥界の双子ネベト＝ヘウト〔ネフティス〕）の星」と呼んだ。エジ
プトでは５つの鋭い先端を持つ星は冥界の子宮を表した。

　守護あるいは治癒の護符として五芒星形を用いることは、バビロンではごく普通に行われ、しばしば中味を
保存するため壼に描かれた。「７つの印章」として知られる護符は、聖なるしるしの第１に五芒星形を挙げてい
る。ユダヤ-キリスト教の伝承によると、印章は神の秘密の名を表すと考えられ、五芒星形はそれらの中の主要
なもので、ソロモン王の魔法の指輪にも彫られていた。そのため五芒星形は、ときには誤ってソロモンの印章と
呼ばれた。

（「 Barbaroi! 」）

http://web.kyoto-inet.or.jp/people/tiakio/antiGM/pentacle.html
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